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Ⅰ はじめに

本稿は筆者らがロシアを中心とする旧ソ連構成国のコンピュータサイエンス教育への

関心から始めた教育イベントのプロジェクトに関して、これまでの経緯を書き留めておく

ものである。本来ならば、一定の成果を得た段階での研究ノートとして整理すべきところ

であるが、2022 年にロシアとウクライナが戦争状態に陥ったことで、プロジェクトの大幅

な変更を強いられている。そこで、これまでの経緯の一部を整理しておくこととした。

筆者らが共通して持っている関心は一般的に科学教育、STEAM 教育などと呼ばれている

もので、理工系を中心とした教育である。IT、ICT、AI といった略語が一般的な会話に出

てくるような現代においては、経済力をはじめとした国力の裏付けとなるものは科学技術

であり、その基礎となる知識が一般国民にどれほど浸透し理解されているかにかかってい

ると言っても過言ではない。これは、かつて国の教育レベルを識字率で比較していたのと

同じようなことであろう。そこで注目したのが、旧ソ連の科学教育である。

筆者らはこれまで教育や研究、ビジネスにおいてロシアおよび旧ソ連構成国に訪問、滞

在してきたという経験がある。また、それらの国のプログラミング教育やコンピュータサ

イエンス教育に関心を持っている。そのため、日本の小学校におけるプログラミング教育

の導入や、STEAM 教育の普及を契機として、一部で我が国の同分野の教育に参考となりそ

うな領域について研究してきた。さらにこれまでの経験や人脈等を活かし、2019 年にはオ

ンラインによる日露の学生交流を行うことができた。しかし残念ながらロシアとウクライ

ナの戦争によってプロジェクトは内容の変更を余儀なくされている。以下にこれまでの経

緯を記録しておく。
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Ⅱ 研究の背景とプロジェクト

1 筆者らの経験と関心

筆者（木下）に関しては短期語学研修としてロシアのウラジオストク極東大学に併設さ

れている言語学校でロシア語を学び、その後もホームステイを繰り返しながら、現地の情

報化や情報教育、デジタルコンテンツなどを中心に調査を行った（木下[1]）。そもそもロ

シア語に関心を持ったのは博士論文執筆時にロシア人が著者であるコンピュータシミュレ

ーションの理論書が、多くの論文で参考文献とされていたことによる。また旧ソ連の科学

と教育にも関心を持ち、米ソ宇宙開発競争でソ連側の開発責任者がウクライナ出身の技術

者であることから、旧ソ連構成国の科学教育に関心を持った。そのためウクライナのジト

ーミル市にあるセルゲイ・コロリョフ宇宙博物館を訪問するなど、構成国への関心が高ま

った。現代ロシアの科学教育の源泉は旧ソ連の教育であり、ロシア以外の構成国にも大き

く影響していることから関心はロシアだけに留まらない。

筆者（坂口）に関しては、宇宙や物理分野における世界最高レベルの技術を有する旧ソ

連に興味を抱き、旧ソ連崩壊直後（1994 年）のロシア経済社会を自身の眼で確かめるため

に、サンクトペテルブルグ国立大学ロシア語文化センターにてロシア語を学びつつ（ 10 ヶ

月間）、同大学経済学部において日本経済の状況についてロシア語でレポート発表を２回

行った。留学中はホームステイによりロシア国民の一般的な生活を体験した。日露貿易の

老舗企業に新卒入社後、子会社として IT 企業を創設し、取締役として就任した。2018 年

末頃から日露間を何度も往復し、日露 IT ビジネスに取り組んでいる。近年では、「ロシア

IT 教育エコシステム」の存在に着目し、ロシアの学校教育・テクノパーク（先端技術開発

特区）・スコルコヴォ財団を視察し、交流を深めている。

2 筆者らが進めていたロシアと日本の子供たちとの交流授業について

筆者らは 2021 年に、モスクワ市立教育大学（МГПУ：Московский

городской педагогический университет）の学生と

本学商学部学生との文化交流を目的としたオンライン交流会を開催した。これは、2022 年

に実施予定であったロシアの小中学校の児童生徒と日本の児童生徒をオンラインで結び開

催するプログラミング教育イベントの準備の一つであった（資料 1 を参照）。

このイベントの目的は、理系教育で定評のあるロシアの学校の児童生徒との合同授業に

よって、日本の小中学生にプログラミングを中心にコンピュータサイエンスの重要性を体

感してもらいたいということと、教育的には高度ではあっても資金難によりシングルボー

ドコンピュータなどの教材不足に悩むロシアの学校に日本から教材を提供することで、最

新の教材によるイベントを体験してもらうという狙いがあった。いわば両国の事情に合わ

せた教育イベントとなる予定であった。

また、基本的には通訳を使わず、自動翻訳と英語、ロシア語、日本語の３か国語で事前

に作成された教材を活用することで、IT を活用した新しいタイプの国際交流を模索するこ

とが目的にもなっていた(資料 2 を参照)。

しかしながら 2022 年 2 月に始まったロシアとウクライナの戦争によりこの企画は頓挫

した。現在は他の旧ソ連構成国の学校との交流を始めるべく、計画を修正中である。
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Ⅱ 研究の背景とプロジェクト

1 筆者らの経験と関心

筆者（木下）に関しては短期語学研修としてロシアのウラジオストク極東大学に併設さ

れている言語学校でロシア語を学び、その後もホームステイを繰り返しながら、現地の情

報化や情報教育、デジタルコンテンツなどを中心に調査を行った（木下[1]）。そもそもロ

シア語に関心を持ったのは博士論文執筆時にロシア人が著者であるコンピュータシミュレ

ーションの理論書が、多くの論文で参考文献とされていたことによる。また旧ソ連の科学

と教育にも関心を持ち、米ソ宇宙開発競争でソ連側の開発責任者がウクライナ出身の技術

者であることから、旧ソ連構成国の科学教育に関心を持った。そのためウクライナのジト

ーミル市にあるセルゲイ・コロリョフ宇宙博物館を訪問するなど、構成国への関心が高ま

った。現代ロシアの科学教育の源泉は旧ソ連の教育であり、ロシア以外の構成国にも大き

く影響していることから関心はロシアだけに留まらない。

筆者（坂口）に関しては、宇宙や物理分野における世界最高レベルの技術を有する旧ソ

連に興味を抱き、旧ソ連崩壊直後（1994 年）のロシア経済社会を自身の眼で確かめるため

に、サンクトペテルブルグ国立大学ロシア語文化センターにてロシア語を学びつつ（ 10 ヶ

月間）、同大学経済学部において日本経済の状況についてロシア語でレポート発表を２回

行った。留学中はホームステイによりロシア国民の一般的な生活を体験した。日露貿易の

老舗企業に新卒入社後、子会社として IT 企業を創設し、取締役として就任した。2018 年

末頃から日露間を何度も往復し、日露 IT ビジネスに取り組んでいる。近年では、「ロシア

IT 教育エコシステム」の存在に着目し、ロシアの学校教育・テクノパーク（先端技術開発

特区）・スコルコヴォ財団を視察し、交流を深めている。

2 筆者らが進めていたロシアと日本の子供たちとの交流授業について

筆者らは 2021 年に、モスクワ市立教育大学（МГПУ：Московский

городской педагогический университет）の学生と

本学商学部学生との文化交流を目的としたオンライン交流会を開催した。これは、2022 年

に実施予定であったロシアの小中学校の児童生徒と日本の児童生徒をオンラインで結び開

催するプログラミング教育イベントの準備の一つであった（資料 1 を参照）。

このイベントの目的は、理系教育で定評のあるロシアの学校の児童生徒との合同授業に

よって、日本の小中学生にプログラミングを中心にコンピュータサイエンスの重要性を体

感してもらいたいということと、教育的には高度ではあっても資金難によりシングルボー

ドコンピュータなどの教材不足に悩むロシアの学校に日本から教材を提供することで、最

新の教材によるイベントを体験してもらうという狙いがあった。いわば両国の事情に合わ

せた教育イベントとなる予定であった。

また、基本的には通訳を使わず、自動翻訳と英語、ロシア語、日本語の３か国語で事前

に作成された教材を活用することで、IT を活用した新しいタイプの国際交流を模索するこ

とが目的にもなっていた(資料 2 を参照)。

しかしながら 2022 年 2 月に始まったロシアとウクライナの戦争によりこの企画は頓挫

した。現在は他の旧ソ連構成国の学校との交流を始めるべく、計画を修正中である。

これらの活動には以下のような経緯がある。筆者（木下）は、もともと旧ソ連の科学教

育、とりわけプログラミング教育に関心があった。また、沖縄県の小学校と回線を結びプ

ログラミングの遠隔授業を実施した経験（木下[3]）、愛知県瀬戸市の公式イベントとして

小学生を対象にプログラミングを遠隔授業で教えた経験（木下[4]）から、海外に向けた展

開を考えていた。それ以前に、国際的なボランティア団体の主催する米国シアトルからの

プログラミンの授業と連携したこともある(木下[2])。これらの経験から、かねてから関心

のあったロシア、あるいは旧ソ連構成国の児童生徒を対象とした遠隔授業を開催したいと

企画したことが発端である。

Ⅲ 日本及び諸外国のプログラミング教育に関する状況

1 我が国のプログラミング教育

日本におけるプログラミング教育導入と GIGA スクール構想は、日本の教育にとって大

きな転換点といえる。もちろんプログラミング教育といっても、プログラマーのような IT

エンジニアを養成するための教育ではなく、プログラミング的思考を育むことが目的とさ

れている。以下は、プログラミング教育導入の経緯の概要を説明する文章（引用：文科省

小学校プログラミング教育の手引き 第三版）である。

「小学校プログラミング教育の導入は、中央教育審議会における学習指導要領の改訂に

向けた議論の中で検討されました。中央教育審議会の議論では、情報化の進展により社会

や人々の生活が大きく変化し、将来の予測が難しい社会においては、情報や情報技術を主

体的に活用していく力や、情報技術を手段として活用していく力が重要であると指摘され

ています。さらに、子供たちが将来どのような職業に就くとしても、『プログラミング的思

考』などを育んでいくことが必要であり、そのため、小・中・高等学校を通じて、プログ

ラミング教育の実施を、子供たちの発達の段階に応じて位置付けていくことが求められる

と指摘しています。」

2 世界中に普及する海外製のプログラミング教材

プログラミング教育という範疇であれば、すでに諸外国では数十年前から学校教育に組

み込まれており、日本の教育現場での導入はこの分野において後塵を拝しているというこ

とに他ならない。ただ、学校教育以外では民間のプログラミング教室などが 2020 年以前よ

り目に見える形で増えている。また CoderDojo のようにプログラミングに触れる機会を提

供するボランティア的な活動も広まっていった。

こういったプログラミングに触れることのできる場で活用されている学習環境（アプリ

や教材など）の多くは、Scratch や micro:bit に代表されるように海外で開発され世界中

で普及しているものである。すなわち、外国では早い段階からプログラミング教育の重要

性が認識されており、それに伴いプログラミングを若年層にも学びやすくするアプリや教

材が開発されてきたわけである。

ロシアに関しても同様で、プログラミングを中心とした科学教育への取り組みは我が国

よりも進んでいたか、関心が高かったものと感じられる。その根拠の一つが制度上の低学

年への教育内容である。以下、筆者らの体験を交えてロシアの教育事情について整理した

い。
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Ⅳ ロシアの情報教育

ここでは、筆者らの関心に基づき、ロシアの学校教育における情報科学の位置づけや特

徴的な学校制度、20 年ほど前のロシア一般家庭でのプログラミング教育、旧ソ連構成国リ

トアニアの状況について、簡単に紹介する。

1 ロシアの国家戦略と高度な情報教育レベル

1990 年代、旧ソ連崩壊直後の大混乱を経験したロシア経済は、2000 年代初頭の原油価格

の高騰を背景に大きく成長したものの、原油価格の低迷やウクライナ問題による経済制裁

等により、2008 年以降、低成長を余儀なくされてきた。そこで、ロシア連邦政府はエネル

ギー資源への過度な依存から脱却するため、「デジタル経済への移行」を掲げた。

ロシアでは、小学校低学年からコンピュータに関する教育を実施し、優秀な人材を発掘し

ながらスタートアップ企業の立ち上げ、資金調達、株式売却によるキャピタルゲインの確

保に取り組んできた。その情報教育レベルの高さを表す象徴的な事例がある。競技プログ

ラミング大会の一つである「国際大学対抗プログラミングコンテスト（ICPC：International 

Collegiate Programming Contest）」である。ICPC では、2012 年以降、ロシアの大学が 8

年連続世界第 1 位を達成したのである。ちなみに新型コロナの影響で直近となった 2019 年

大会では、我が国の最高学府である東京大学が第 3 位であった。

この輝かしい成績の根底には、ロシアにおける情報教育も大きな要因の一つであると筆

者は考えており、我が国の教育関係者や IT 業界に対して、「ロシアではどのような情報教

育を実施しているのか」を伝えることは、大きな社会的意義があると考えている。

これに関しては次節でロシアにおける義務教育での情報教育（小学校から高等学校）につ

いて、現地視察の結果を報告する。ICPC 国際大学対抗プログラミングコンテスト（世界大

会）については https://icpc.iisf.or.jp/finals/を参照されたい。

2 義務教育（小学校〜高等学校）での情報科学

ロシアでは、小学校から高等学校（6〜16 歳）までが義務教育であるが、全学年におい

て情報科学（ロシア語で「Информатика：インフォルマティカ」）が必修科目と

なっている。

筆者（坂口）は、2019 年に情報科学のすべての教科書（図 1、図 2 および図 3）を購入

し、カリキュラムと学習内容を分析してきた。そのカリキュラムの大きな特徴は、プログ

ラミング言語を用いたプログラミング教育ではなく、数学モデルを基礎としたアルゴリズ

ムの考え方を徹底的に解説している点である（表 1）。

例えば、小学校 1 年生から 4 年生までは「アルゴリズムの考え方」を中心に学んでいる。

パソコン以外にもパズルや図形等を用いた「アンプラグド教材」を活用して、ゲームのル

ールや特徴抽出などのアルゴリズムを学習することで、論理的思考を学んでいる。小学校

5 年生以降になると、「コンピュータの基礎」としてハードウェアやソフトウェアの基本的

な概念を学ぶ。「情報」と「データ」の違いや「順次・分岐・反復」といった基本的な処理

構造、「探索・並び替え（ソート）・配列」といったデータの取り扱い方法などである。年

次が上がるにつれて、学習する内容もより専門的になるのと同時に、学習する分野に偏り
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Ⅳ ロシアの情報教育

ここでは、筆者らの関心に基づき、ロシアの学校教育における情報科学の位置づけや特

徴的な学校制度、20 年ほど前のロシア一般家庭でのプログラミング教育、旧ソ連構成国リ

トアニアの状況について、簡単に紹介する。

1 ロシアの国家戦略と高度な情報教育レベル

1990 年代、旧ソ連崩壊直後の大混乱を経験したロシア経済は、2000 年代初頭の原油価格

の高騰を背景に大きく成長したものの、原油価格の低迷やウクライナ問題による経済制裁

等により、2008 年以降、低成長を余儀なくされてきた。そこで、ロシア連邦政府はエネル

ギー資源への過度な依存から脱却するため、「デジタル経済への移行」を掲げた。

ロシアでは、小学校低学年からコンピュータに関する教育を実施し、優秀な人材を発掘し

ながらスタートアップ企業の立ち上げ、資金調達、株式売却によるキャピタルゲインの確

保に取り組んできた。その情報教育レベルの高さを表す象徴的な事例がある。競技プログ

ラミング大会の一つである「国際大学対抗プログラミングコンテスト（ICPC：International 

Collegiate Programming Contest）」である。ICPC では、2012 年以降、ロシアの大学が 8

年連続世界第 1 位を達成したのである。ちなみに新型コロナの影響で直近となった 2019 年

大会では、我が国の最高学府である東京大学が第 3 位であった。

この輝かしい成績の根底には、ロシアにおける情報教育も大きな要因の一つであると筆

者は考えており、我が国の教育関係者や IT 業界に対して、「ロシアではどのような情報教

育を実施しているのか」を伝えることは、大きな社会的意義があると考えている。

これに関しては次節でロシアにおける義務教育での情報教育（小学校から高等学校）につ

いて、現地視察の結果を報告する。ICPC 国際大学対抗プログラミングコンテスト（世界大

会）については https://icpc.iisf.or.jp/finals/を参照されたい。

2 義務教育（小学校〜高等学校）での情報科学

ロシアでは、小学校から高等学校（6〜16 歳）までが義務教育であるが、全学年におい

て情報科学（ロシア語で「Информатика：インフォルマティカ」）が必修科目と

なっている。

筆者（坂口）は、2019 年に情報科学のすべての教科書（図 1、図 2 および図 3）を購入

し、カリキュラムと学習内容を分析してきた。そのカリキュラムの大きな特徴は、プログ

ラミング言語を用いたプログラミング教育ではなく、数学モデルを基礎としたアルゴリズ

ムの考え方を徹底的に解説している点である（表 1）。

例えば、小学校 1 年生から 4 年生までは「アルゴリズムの考え方」を中心に学んでいる。

パソコン以外にもパズルや図形等を用いた「アンプラグド教材」を活用して、ゲームのル

ールや特徴抽出などのアルゴリズムを学習することで、論理的思考を学んでいる。小学校

5 年生以降になると、「コンピュータの基礎」としてハードウェアやソフトウェアの基本的

な概念を学ぶ。「情報」と「データ」の違いや「順次・分岐・反復」といった基本的な処理

構造、「探索・並び替え（ソート）・配列」といったデータの取り扱い方法などである。年

次が上がるにつれて、学習する内容もより専門的になるのと同時に、学習する分野に偏り

がないように、バランス良く配置されている。そして 10・11 年生（高校生）になると、プ

ログラミング言語を用いて探索や並び替え、データベースの操作、オブジェクト思考や待

ち行列などの高度なシステム開発技法を学ぶことになっている。

図 1 1 年生から 11 年生（小学 1 年生から高校 2 年生）の情報科学の教科書

図 2 高校 2 年生の教科書の表紙 図 3 アルゴリズムの基礎内容

表 1 1 年生から 11 年生までの情報科学で学ぶ内容

教科書の内容をもとに筆者（坂口）が作成
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ここでは 6〜18 歳の子供達が自身の興味・関心に基づいて、「アカデミークラスタ」と呼

ばれる 10 個の専門領域に分かれて学んでいる。具体的には、①AR/VR 産業、②IT 産業、③

付加技術（3D・CAD）、④バイオ化学産業、⑤工業デザイン産業、⑥知的スポーツ（eSport）、

⑦メディア産業、⑧テクノロジー産業、⑨ファッション産業、⑩デジタル経済（FinTech）

となっている。ブログラミングだけではなく、ドローンや工作機械、写真撮影、衣服のデ

ジタルモデリング等、多種多様な専門教育を学んでいる。

筆者（坂口）が訪問した際には、Web デザイン・写真撮影・AR/VR・デジタル出版物・IoT・

3 次元 CAD の実習を行なっていた。IoT では教員による手作りの教科書を用いて計測手法

について、実機を用いて学んでいた。

ここで教えている教員は当該学校の専任教員であり、各分野の専門家ばかりである。非

常に人気の高い学校であり、しかも、授業料は全て無料である。当該技術アカデミアに関

しては https://adtspb.ru/を参照されたい。

5 ロシアの一般家庭におけるプログラミング

筆者（木下）の体験として、2003 年にウラジオストクの一般家庭にホームステイした際

の体験を書きとどめておきたい。ホームステイをしていた家庭では中学生がプログラミン

グを学ぶためにパソコンを活用していた（図 4）。使用していた教科書の内容は数学の計算

に使用されるアルゴリズムが中心であった（図 5）。これは前述した現代の情報科学の教科

書と同様の印象である。当時のロシアの家庭がすべてというわけではなく、ある程度の経

済的にゆとりのある家庭では、子供の教育に力を入れていて、希望する高校へ進学するた

めに、プログラミング、楽器演奏、チェスなどをいわゆるお稽古事として子供に学ばせる

家庭が多いと聞いていた。言い換えれば、プログラミングがたとえ一般的ではないとして

も、受験を控えた中学生を持つ家庭においては、学ぶ価値のあるもの、あるいは自分の価

値を高めるために学ぶものであるという認識はあったものと思われる。

図 4 家庭での学習（2003 年 3 月） 図 5 使用されていた教科書

6 旧ソ連構成国エストニアの状況

ここまで旧ソ連構成国として継承国のロシアの状況を紹介してきた。しかしロシアの情

報科学教育は旧ソ連の科学教育を引き継いできたものであると考えれば、他の構成国にも

影響はあるはずで、そこに関心が及ぶ。そこで「IT 立国」として有名なエストニアについ

て触れておきたい。以下では福田[5]から抜粋して引用し、エストニアの状況を説明したい。

「旧ソ連時代、モスクワの連邦政府は、構成国の産業を国別に割り振りしている。エス

35



トニアには IT の開発が割り当てられていた。これが発端となり優秀な学者が集まり産業

として発展していくこととなる。旧ソ連からの独立後はフィンランドを手本としながら

1996 年には急上昇を意味する Tiger Leap プロジェクトを政府が決定し、全国の学校に新

型コンピュータを配備し、これをインターネットでつなぎ、ICT 教育プログラムを推進し

た。2005 年からはエストニア教育情報システム（EHIS）が稼働し始め、教育行政手続きな

どもこれで迅速に行えるようになっている。2020 年からは学習教材はすべて電子化され、

教科書、教材ともインターネット上におかれ、学ぶ側も教える側もデジタル化が進展して

いる。この発展の基礎は先に述べた通り、旧ソ連時代に行った集中した IT への投資という

ことができ、当時よりソ連が IT を重要な産業と位置付けていたことがうかがえる。」

Ⅴ ロシア発プログラミング教育の日本進出

プログラミング教材としてもっとも有名なものは英国 BBC 財団によるシングルボードコ

ンピュータの micro:bit であろう。これに追従するように各国で様々なシングルボードコ

ンピュータなどのプログラミング教材が開発されている。ロシアもまた同様であり、その

一つに JSC ROBBO 社の教材が挙げられる。この企業の開発した教材と教育手法がパッケー

ジ化されて世界中に展開されており、この JSC ROBBO 社は日本でも展開されている。同社

の Web サイトについては https://class.robbo.world/を参照されたい。

また、報道から抜粋して引用すると、「同社の日本法人 ROBBO Japan は、2019 年 12 月に

日本で登記されており、ロシアの JSC ROBBO が 100％出資している。日本側の責任者は、

当時の日本には同レベルの教育プログラムがほとんどないため、ロシアの ROBBO のソリュ

ーションを日本中に広め、2020 年 4 月までに東京と福岡に最初の ROBBO 教室を開講したい

と述べており、実際に福岡と東京で展開されている」とある。原文ニュース記事について

は AGENCY FOR STRATEGIC INITIATIVES（https://asi.ru/eng/news/121267/）を参照され

たい。

Ⅵ まとめ

本稿は 2020 年の小学校へのプログラミング教育導入、GIGA スクール構想といった我が

国の教育に大きなインパクトを与えることとなった政策に関連して、筆者らが以前より関

心を持っていたプログラミング教育やコンピュータサイエンス教育に焦点を当てて始めた

プロジェクトの概要について述べるものであった。特に旧ソ連の科学教育、プログラミン

グ教育の流れを汲むロシアおよび構成国の子供達との交流を通したオンライン授業を企

画・実施することがプロジェクトの主たる目的であった。

新型コロナ対策による様々な行動制限の中、両国の仲介者を通じて計画は進められてい

たが、2022 年 2 月のロシアとウクライナによる戦争で完全に頓挫してしまった。しかしな

がら、現在は他の旧ソ連構成国での同プロジェクトの継続を試みている。このような理由

から、本稿は、このプロジェクトを継続するために、ここまでの経緯を説明し、旧ソ連、

特にロシアのプログラミング教育について整理することを目的として執筆された。

今後の展開としてはこれまでのノウハウや作成した教材をほぼそのまま使用できるよう

に、旧ソ連構成国のロシア語圏で学生間交流から始め、相手国と日本の小中学生を対象と
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Ⅵ まとめ

本稿は 2020 年の小学校へのプログラミング教育導入、GIGA スクール構想といった我が

国の教育に大きなインパクトを与えることとなった政策に関連して、筆者らが以前より関

心を持っていたプログラミング教育やコンピュータサイエンス教育に焦点を当てて始めた

プロジェクトの概要について述べるものであった。特に旧ソ連の科学教育、プログラミン
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画・実施することがプロジェクトの主たる目的であった。

新型コロナ対策による様々な行動制限の中、両国の仲介者を通じて計画は進められてい

たが、2022 年 2 月のロシアとウクライナによる戦争で完全に頓挫してしまった。しかしな

がら、現在は他の旧ソ連構成国での同プロジェクトの継続を試みている。このような理由

から、本稿は、このプロジェクトを継続するために、ここまでの経緯を説明し、旧ソ連、

特にロシアのプログラミング教育について整理することを目的として執筆された。

今後の展開としてはこれまでのノウハウや作成した教材をほぼそのまま使用できるよう
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したオンラインによるプログラミングの授業を企画する予定である。
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資料１ 本学商学部学生とロシア・モスクワの学生によるオンライン交流ベント

2021 年 7 月 27 日、ロシア・モスクワ市立教育大学の学生とオンラインでフリートーク

の交流会を開催した（図 6、図 7）。日本文化に興味があり、日本語のできるロシア人学生

が対象であるが、本学の学生たちは事前にロシア語を学習するなどして、文化交流らしい

準備からイベント実施までを体験した。この交流会のロシア側のコーディネイトを行った

のが筆者（坂口）であり、本学での学生側の準備を指導したのが筆者（木下）である。参

加した本学の学生はコンピュータサイエンスを活用したボランティア活動を行っている商

学部の学生有志のサークル team.csv のメンバーである。彼らには、ロシア語の基礎を学び

機会を作り、各自で自主的にトレーニングをしてもらった。

もちろん、学生たちは実際にはロシア語でのコミュニケーションができるわけではなく、

ロシア語で簡単なあいさつや自己紹介程度のロシア語を理解して準備していた。自分の名

前をロシア語のアルファベットで書いた紙を掲げて説明するなど、交流イベントとして、

相手国の文化に敬意を払うのに十分な準備であったと思われる。その他、雰囲気を盛り上

げるために、アニメなどのグッスで教室を飾り、若者同士の文化交流会が実現できたと思

われる。
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